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工業的吸牧操作の検討

木村

Discussion of Equipment at Commercial Absorption 

Hajime Kimura 

Abstract 

We obtained the d'l.ta of film coeficient in industrial plants by absorbing 

carbon dioxide for sodium phenolat巴日olution.
These data enabled us to design packed columns and compere them with 

the plants. 

I 緒 号室F
Eヨ

j夜鱒による気骨豊の吸牧は種々行われているが，筆者は特に化成工場に於てタ戸}v酸ソーダ液

(主と Lて石長酸ソーグ)に茨酸ガスを吸牧ぜしめて，石炭酸を回収する工程にクいて，工場責

験を行い，その結果より，玩存の装置在検討し且つ将来行わんとする吸収機構の研究に必要な

大略の値を得んとして，本貰験を行ったものである。猶，本報告には境膜係教の大略の値を得

た故I'C，それに←基き吸牧塔の設計ーをして見た。

II 賓職方法

袈置には化成工場で蓮時中の内但 1m，高さ 3.5m，各段ートムの液探 0.5mの 13段の泡鐘塔
/". 

を用い， ，J-.部よりタ{ル酸ゾ{グ液 (1 I 38ガ， H2062%)を温度 600C，127 m3Jhrで、
"./ONa 

流下し，下部工り熔鎖櫨ガス (C02 13%， CO 6.1払空気 80.9%)左 600C，1気歴で 320

m3jhr装入L，とれを向流に長鯛せしめて連寵的に還流吸収せしめ名。 液，ガス共に各一完時

間毎に吸収J符の出口，入口雨Jiで分析するものとする。

液の分析方法は，一定量の吸牧j夜を静置し，そのヒ澄液 25c.c. を取り，之に濃度既知の濃

硫酸 10c.c.を加え充分撹井し，過剰の硫酸を分離せしめ，とれを 100絡に稀障しその 25

cι を 0.2規定苛性ソ{グ液で詮滴定して所要の硫酸量，吸収量を求める。

III 費験結果

大略の費験保件は下記の如し。

液量 127m3 分析 i夜試料

( 45 ) 

25c.c. 
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ガス量

按鯛両積

木村

320 m3Jhr 

8.01mヨ

標準苛性ソ{グ

作業温度

O.1876N 

600C 

貰験結果の一例を第 1表，第 2去に示す。雨表中 Iは苛性ソーダの滴定数 (c.c.)，IIは

吸牧速度 dWjA.dfJで八田氏1の式左Jijいた。即ち

dWjA.dfJ = c.Vj2・A，v(-LixjLifJ)‘mols C02jhr. m2 

dW 
又 IIIは … jpg の値で境映係教を表わすものとする。

A.dfJ 

第 1 表 {液ガス濃分度匪 3O8，1.22μ atm 第 2表 {液濃医度 23.29a4tII1 
ガ‘ス分 0，15 

時(hr間) I II III I II III 

。 3.80 0.483 4.18 令 0.329

1 4.00 1.660 10.00 4.25 0.671 4.87 

2 4.30 1.670 9.72 4.37 1.225 9.18 

3 4.70 4.416 23.74 4.65 0.824 6.48 

4 5.63 4.8 0.282 2.48 

5 3.392 19.27 4.86 

6 7.06 3.320 24.80 

7 4.664 26.93 6.25 

8 9.02 2.145 16.50 

9 1.907 11.00 7.15 

10 9.40 2.010 14.68 

11 1.778 11.24 7.98 

12 10.15 2.332 16.30 

13 1.290 8.83 9.20 

14 10.69 2.333 16.25 

15 1.095 7.94 10.19 

16 11.15 1.712 13.66 

17 0.948 6.97 10.91 

18 11.55 1.836 14.48 

19 1.036 7.53 11.70 

20 11.98 2.010 14.35 

21 1.107 7.68 12.55 
22 12.42 

23 1.190 8.04 
24 12.92 

との工場貴臓の結果より，吸収機構の推論は困難であるが，定性的には吸収は提酸ガスの苛

'ltj:アルカワ液に封ずる吸収と異なって，初期に急激に行われるものでなし或時間後に吸収遼

度が急激に増大する黒1;が見られる事と，その増大する鮪が，前去を始め各賞験でも一様に，グ

{ル酸ソーグの濃度と茨酸ガスの分堅により，時間的なズレのある事であるO とれに到しては

濃度大で-分車ノj、なる場合には，初期に茨酸ガスはガス境膜，並び、に液境膜の雨抵抗に作用され

るが，或る時間後は界聞でのタ{ルi酸ソーダと安酸ガスの作用による7.1¥.の減少と護生熱量の震

に，t夜分子の運動が活譲になり，初期に存在した液境膜抵抗左も排除して，急激に吸収速度が

1 八回四郎次: 工化.31. 869 (昭和.3) 
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増大して来るが，その温度 Î̂昇に感じた液境膜抵抗が生じて来ると，吸収法度はその瓦斯分墜

にのみ比例的になると考えられる。猶濃度の影響が分塵の影響よりた雪い事は本操作により得

られた。又，以上の理由により濃度小，分車玉大の場合には吸収速度増加lの賠が遅れ，且っその

比例常教の佑が大となるのである。

而して機構に開ずる限り，今後の研究の結果を侠つのが蛍然であるがp 研究費験と拍似た推

論が下し得られ，且つ:再現性の大方:るものがあると考えられる。

猶以上の貴験結果上り，吸牧装置設計ーに必要主主糟括境膜係教の他の範闘を，濃度えなる場合

7.3，濃度小なる場合 14.5と考え，此の値より操業時の数値を基礎として，本!吸収にまJLて最

も有利と考えられる充填塔を設計すると，きたの責nくなる。

今液入口 tζ於ては炭酸ガスは 99.5%吸牧され，且つIP，口 lててほタ←ル酸ソーダは完全に千f

在したいものとし，充J現物は 35mmラシヒ環で、車位鵠積の有効両積は杢容積の 75%とし，

茨酸ガスのタ~}レ酸ソ{グ液にJMずる吸牧.7{-'-衡は，長酸ソ{グ液に到するものと相1Jj.であると

蝦定ずる。

塔トJ 塔下平均ガス通過量:

(0.0889+0.0777)f2 == 0.0833 mBfsec 

塔{豆如何に拘らや ufu'は翠{な時聞に通過する気液雨相の容積比に等しい故

(u!u') (d"gjν12)0・1== 18.3 

ととで波の利i度〆を 0.00089kgfm.sec. 

とれらに近い溢?王棋の安全国主り u == 0.144 mfsec. 

故に塔俸は， D == 0.858 m. 

猶， 同伴ガス呈 G == 21.2 kg mol 同伴ガスfm~ ・ hr

液 量e L == 3790 kg mol 液量fm~.hr， (但L-，液平均分子量 55)

而して出口，入口の液ガス組成

G(It-ι) == L(ι-ム)
エり，出口液の組成は X2 ，~ 0.000924 kg mol C02fkg mol液

故に操作線

'方，ヱド街曲線

より総括移動車位敢 [ν241
J山 y_y'1'

となるo

引 3'190
一三一一 0.005~C -~:~~ (x-O) 1-y ~.~~- 21.2 

yネ= 坐型人一一
πK(1-x)-4n'x~ 

を Lewis and McAdamsヨの圃解法より求めれば1.4

2 W. K. Lewis and W. H. McAdams: Ind. Eng. Chem.， 20， 253 (1928) 
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而して，

IYz dy H KG a SH 
I ---て;:-= lV 0υ=一一一ーコ石一一一一
.Iv1Y-Y干 む;

又j夜ガスの濃度心さい時(tI KG a C~ kG a = πkga 

とれより 旬 =7 時の H 一二一 4.1m

kg = 14.5 時の H ..C 2.8m 

即ち，i臼鐘ヰで連積還琉したものが充填塔ではl吋分的に所期の目的左建L得る事にある。

猶本稿ゼ使用した記競は弐の女JlくであるO

dWjA.d17 : 時間 d17rflに接嫡面積 A を通過して吸収される瓦斯量 [molsC02jhr・m2]

KGa、
kG a ~ : ガス濃度に基く総括容量係数 [kg moljm" hr.atm] 

kg aJ 

c: 泊定標準液濃度 [!品定] g: 重力恒敢

V: 液量 [c.c.] ν，. 
v: 液試料 [c.c.] D: 
-Jx: 滴5，l~液の連棲主 H: 

Pg: ガスrfiの茨酸ガスの分!墨 [atm] 71' ; 

u: ガス速度 Imjsec] K: 

u' : 液速度[ 11 ] NoG : 

d: ラツシツヒ環の旺揮 [m] G: 

L: 溶剤のみのモル質量速度

[kg moljm2.hr1 

x: i各;内任意底~.同iの液濃度

y: 1/ ガス濃度

y*: xに平衡なガス濃度

波の粘度 [kgjm.sec]

ヰ停 lm]

よ菩高 [ "] 

全!豆 [atm]

2f-~矧涯教

移動車1}l:教

同伴ガスのモル質量:速度

(kg moljm2.hr] 

[モ)v分卒]

[ 1/ ] 

[ " ] 

(添字 1は塔底， 2は塔高を示す)

n';初めのグ-}!.--酸ソ{グ液の濃度 [kgmolJ 

III 事吉 宅言E

"'"‘ 

筆者はタール酸ソ{グ液による熔蹟蟻ガスJ:I~の茨酸ガスの吸牧を，工場寅験者三基にして吸牧

装置を検討した結果，綿布境膜係敢につき 7~I5 の範閣を得，とれ上り充填堵;を設計したが，

現在使用中の泡鐘塔工り高さに於て殆ど費化なきもの， jff俸を約 20%縮少した塔で充分たる

事を立誰すると共に，反[急速度よりの機構は不明瞭にLて満足訟結論は得ちとかクたが，反障に

2工程がある事百三吸収速度の礎化工り推論し，且つ操業保件の範囲では，吸収速度はガス分墜

より，液濃度による kきな影響を受ける事が見出され，反憶による水分消費と考え合せて安営

なる事が設明された。

猶本質験につき格始御授助を賜クた樋口光明氏，賓験を捨営された本館誠ポーに厚〈感謝す

る共第である。

(目白和 28年 3月 27日受付)
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